
平成２２年度（平成２１年度実施）

【施策の概要】

１１１１　　　　南丹市南丹市南丹市南丹市がががが考考考考えるえるえるえる理想理想理想理想（（（（目的目的目的目的））））

１１１１　　　　南丹市南丹市南丹市南丹市のののの現状現状現状現状（（（（課題課題課題課題）））） ２２２２　　　　対策対策対策対策をしなければどうなるのかをしなければどうなるのかをしなければどうなるのかをしなければどうなるのか

４４４４　　　　それらをそれらをそれらをそれらを解決解決解決解決するためにするためにするためにするために何何何何をするのかをするのかをするのかをするのか

３３３３　　　　それがそれがそれがそれが何故何故何故何故おきたのかおきたのかおきたのかおきたのか

【施策コスト】（評価対象事業の合計） 【施策目標の達成に貢献度の高い事業】 全 3 事業 単位：千円

単位

決算額（計画額） 千円

使用料･手数料 千円

国･府支出金 千円

地方債 千円

一般財源 千円

職員従事人数 人・年

人件費 千円

事業費総額 千円

【前年度の評価】（要約） 【今年度の評価】

【評価を受けて取り組んだこと】
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［総合評価］

①目標の達成状況

　CATVの加入者は微増ではあるが増加しつつある。しかしながら八木地区については、テレビの視

聴が可能なため加入率が低い。２０１１年の地デジ移行時の加入促進を図っていく。

②目標値や施策の考え方の見直し

　情報通信技術の利活用について、部局を横断する事業の企画立案及び調整のための庁内検討

組織の設置と導入システムの選定を行い目標値達成に向け進めていく。

［改善の方向性］

①今後の方向性

   園部・八木地域は民間事業者の参入もあり、サービス向上のための整備を進め、高度情報基盤を

さらに広く活用できるメニューを検討していく。

②各事業の対応

　園部地域のサービス向上（FTTH化）に向けて整備計画を策定し整備の促進を図る。

　移動通信用鉄塔施設整備事業は平成２１年度で１０基整備し、概ね不感地域の解消が図れた。

　しかし、山間地域が多く、数件単位の不感地域もあり今後さらに事業者要望も含め、解消策を検討

する。

　CATVの機器、設備の更新時期が一定の時期に到来するので基金の積み立てを図る。

①加入率の低い八木地域については、新規加入の促進を図っているが、急激な増加はなかった。

②園部地域の高速大容量のブロードバンド接続の要望に応えるため、付属機器の増設を行い、

サービス改善を図った。
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政策名 施策関係部
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第３章　人・物・情報を高度につなげる

施策CD 施策主管部５　双方向の情報通信基盤をつくる

9,207

決算額

 ○ 近年、ADSLやCATV、FTTHによる高速・大容量のブロードバンド接続によるインター

ネット利用者が急激に増加している中で、園部地域の利用者から改善要望が出ており、こ

のままでは市内における情報格差の是正が図れない。

 ○ CATVの自主放送番組では行政情報や地域情報の提供を積極的に行い、市民生活

の利便性向上や市民同士の交流が図れるよう取り組んでいるため、未加入者に対しては

他の情報提供手段を使わなければならない。

 ○ 都市部との情報格差が生じることにより、都市部との生活基盤の格差から南丹市の居

住人口は減少していく。

施施施施 策策策策 評評評評 価価価価 表表表表
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評価施策名

［総合評価］

①目標の達成状況

　CATV網を中心とする情報通信基盤整備が完了した。CATVの加入率は、園部、日吉、美山地域

は、ほぼ９５％以上の加入率であり、八木地区については50％に満たない程度である。CATV・イン

ターネットの整備により、都市部との情報格差は格段に縮じまった。

②目標値や施策の考え方の見直し

　CATVの加入率は、八木地域を除いてほぼ目標値に達している。八木地域は２０１１年の地デジ移

行時の加入促進を図る。高度情報通信基盤をさらに広く活用できるメニューを検討し活用を図る。

［改善の方向性］

①今後の方向性

　園部地域は一部地域を除いて同軸ケーブ ルによるサービスのため、高速・大容量のブロードバン

ド接続の要望に応えられない状況があり、園部地域の整備の促進に努める必要がある。

②各事業の対応

・地域情報基盤整備事業

　園部地域は旧方式のため今後の改善が必要である。また保守・管理体制の充実が急務である。

・地域情報通信基盤整備基金

　機器の更新等の時期が一定時期ごとに到来するため、先を見通した基金積み立ての必要がある。

・地域情報基盤管理運営費

　管理・運営は指定管理者として、（財）園部学園都市センターが運営を行っているが、今後は公募

による選定となることが予想される。より効率的で最適な保守・管理体制の充実 を図る。

4,602 18,774

①市内全域光ファイバー網による情報通信基盤を整備する。

　　・地域情報化計画の策定

　　・園部地区の同軸ケーブルを損耗劣化の少ない光ケーブルに移行し、維持管理経費の削減と市

内全域における同レベルの環境整備を図る。

　　・情報通信環境の最適化と保守体制の充実

②高度情報通信基盤を活用した市民サービスを展開する。

　　・ＣＡＴＶの自主放送番組の充実

　　・様々な市民サービスへの活用検討

　　・より多くの市民が高度情報通信基盤を利用できるようパソコン教室等の勉強会の実施

　　・情報セキュリティに関する市民への啓発

事業名(細事業名)

地域情報基盤管理運営費(地域情報基盤管理運営費)

うち人件費

38,465

うち一般財源

9,207

 ○ 都市部との情報格差の是正を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ケーブルテレビへの加入世帯数　現在：11,671世帯（平成20年度）　⇒　目標：13,500世帯以上（平成24年度）

   ① 情報通信基盤を整備する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・インターネットへの加入世帯数　現在：4,421世帯（平成20年度）　⇒　目標：5,200世帯以上（平成24年度）

　 ② 高度情報通信基盤を活用した市民サービスを展開する。

 ○ 情報通信基盤については、平成19年10月に日吉地域で、平成20年4月に八木地域と

美山地域で光ファイバーによるCATV・インターネットサービスを開始した。しかし、平成4

年に先進的にCATV事業に取り組んできた園部地域では、一部地域を除き同軸ケーブル

による整備のままで、光ファイバーによるCATV・インターネットサービスの提供ができてい

ない。

 ○ CATVについては、園部、日吉、美山の全域及び八木地域の約2割が難視聴地域で

あるため、その地域についてはほぼ95％以上の加入であるが、八木地区の約8割につい

てはテレビの視聴が可能なため、現在約4割程度しか加入がない。

  ※　高度情報通信基盤を活用したサービス（平成２０年度：１９種類）

　ＣＡＴＶ　　各放送局同時再送信、自主放送、ＳＴＢレンタル、インターネット接続

　イントラネット　　ＴＶ電話、公衆端末、電子掲示板、随時仮設ネットワークシステム、学校

情

　　　　　　　　　　　報共有、ＴＶ会議、図書システム

　Ｗｅｂ上　　ＶＯＤ配信、自主放送のＬＩＶＥ配信、農業情報提供、図書検索、ＨＰでの各種

行

 ○ 都市部では民間主導によるブロードバンド（高速インターネット通信網）の整備が進ん

できたが、南丹市においては、人口が少ないために民間ベースでは採算が合わないこと

により、ADSL（電話回線による高速通信）すら利用できない地区が存在していた。

　さらに、市内には山間部の難視聴地域が多く、各地元で共同受信施設を運営されてい

たが、地上デジタル放送への対応などの課題を抱えており都市部との情報格差は広がっ

てきた。

　そこで、南丹市発足後、短期間に情報通信基盤の整備を行ってきたが、園部地区だけ

合併前に同軸ケーブルによる整備が完了していたため、その耐用年数の間は現況のまま

とし、次回張替え時に光ファイバー整備することで見送った。
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